
「ルーニースポーツ・フォーミュラリージョナル・スカラシップ」報告 

Rd.3 鈴鹿大会（7/12・13） 

スーパーFJからステップアップした小田優が、レース６で 3位表彰台獲得！ 

ルーニースポーツ(植田正幸代表 大阪市)は、優秀な若手ドライバー育成の機会として「フォーミュラ・リー

ジョナル・ジャパニーズ・チャンピオンシップ」(FRJ)に、スーパーFJ出身の小田優を起用して今シーズンを 

戦っている。Rd.3 の舞台は、鈴鹿サーキット「鈴鹿チャンピオンカップレース」。11台のエントリ―を集めて

7月 12日（土）・13日（日）の 2日間にわたり 2 レース制で行われた。 

 

【公式予選】  7月 12日（土） 曇り/ドライ 

2 セッションで行われた公式予選。それぞれの

タイムがレース 6、レース 7 に反映される

（FRJはシリーズ通算でレースナンバーをカウ

ントする）。 

前回までエンジン不調に悩んだが、マシンをス

イッチして事態は改善。両セッションとも 1分

59秒台に入れて、レース 6は 6番グリッド、

レース７は 5番グリッドを獲得して翌日の決

勝レースに臨むこととなった。 

 

【決勝 レース 6】 7月 12日（土） 晴れ/ドライ 

小田はスタートで出遅れ、9位での苦しい序盤となったが、全体で 4番手のタイムを記録しながら上位を

うかがう。6周目にコースアウト車両の処理のため、セーフティカーが導入され、一気に先行車とのギャップ

が縮まると、再開後には 1台をかわしポジションアップ。再度導入されたセーフティカー解除後にはめざまし

い走りで 4位にジャンプアップ。さらに最終ラップのシケインでの先行車の接触もあり、小田は岡山でのレー

ス 1 に続いて 3位を獲得、表彰台に上った。 

 



【決勝 レース 7】 7月 13日（日） 晴れ/ドライ 

 

日曜に行われたレース７。 

順調にスタートを決めた小田だったが、

レース６に比べてペースが上がらず、

２分を切ることができない、我慢の走

りとなった。 

レースは、先行する上位グループから

若干離された３台ないし４台での５

位争いが小田の主戦場となり、結局

グリッドから１ポジションダウンとなる６

位チェッカーとなった。 

 

全６大会のうち折り返しの 3大会を終えてのランキングは 7位。 

歯車のかみ合わない場面もあった前半戦だったが、2度の 3位入賞が光る。 

次回 Rd.4菅生鈴鹿大会（8/30⁻31）で、より上位進出への足掛かりをつかみたいところだ。 

 

 

小田 優（おだ ゆう） 千葉県出身 20歳 

№11  車名 Rn-sports F111/3 

2024  「スーパーFJ日本一決定戦」(鈴鹿)2位 

スーパーFJ もてぎ・菅生選手権シリーズチャンピオン 

      スーパーFJ鈴鹿・岡山選手権シリーズ 2位 

2023  「スーパーFJ日本一決定戦」（もてぎ）優勝 

2022  全日本カート選手権 OK クラスチャンピオン 

  

■FRJ（フォーミュラリージョナルジャパニーズチャンピオンシップ）公式サイト  https://frj.jp 

■鈴鹿サーキット公式サイト              https://www.suzukacircuit.jp/scr/ 

 

 

レポートまとめ：ジャパンスカラシップシステム（JSS） 

https://frj.jp/
https://www.suzukacircuit.jp/scr/


 



 

 


